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特別寄稿 

光が拓く医療への貢献 

－パルスオキシメーターから TONS504と LED を用いた PAC 療法へ－ 

日本光線力学学会副会長 

森山メモリアル病院 院長 中島 進 

 

第２３回日本光線力学学会学術講演会が旭川医科大学呼吸器センターの大崎能伸教授を会長として去る６月

７－８日、旭川グランドホテルで開催された。大崎教授はこの学会のテーマとして 光が拓く未来の医療 を掲

げており、私はこのテーマに共鳴し、会長推薦講演を引き受けた。日本光線力学学会は光及び光感受性薬剤、診

断・照射装置により、医療への新しい挑戦を目的にしており、光を利用した技術開発が如何に医療への貢献をな

しうるかを過去と現在展開中の研究を基に発言したいと思う。 

光を利用して刻々の酸素濃度を測定する指尖型パルスオキシメーターは今や爆発的に普及し、世界のほとんど

の麻酔器、生体モニター、集中治療室、救急外来、救急車、外来、病棟に使用されている。看護婦さんの白衣の

ポケットに納められ、酸素濃度の調整や呼吸状態の把握に大活躍をしている。 

おそらく人類が生き続けている限り、使用されるモニターであろう。 

何故にこの様な広範な普及を見たのかは、人間の生存に必須な酸素濃度をある確かさで、低価格で、簡単に無

浸襲で使用出来ることが要因だろう。この簡便な装置の登場により、動脈血採血の頻度は激減し、あらゆる臨床

現場で医師のみならず看護婦さん、救急隊員、リハビリスタッフ、介護職員にいたるまで患者さんの呼吸状態を

的確に把握する事が可能となった。指尖型パルスオキシメーターの世界初めての臨床応用が旭川医科大学の 9階

東病棟で行われ、ポーランドのワルシャワで開かれたヨーロッパ実験外科研究会で発表された。 

その前に試作臨床応用が行われた耳介型パルスオキシメーターは世界で初めて札幌の近くにある国立第２療

養所（簾舞）と北大応用電気研究所で性能テストと臨床応用が行われ、呼吸と循環 23巻 8号、1975に発表さ

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後、この装置はアメリカに於いて再開発が行われ、爆発的に普及し、世界中に広がって行った。開発当初、

我々は日本の学会のいくつかで有用性について発表したが反応は冷たく、無視に近い状態であった。何故、日本

に於いて正しい評価が行われなかったか、世界的な普及までは３０年近い年月を要する事実は今後、検討されな

旭川医科大学９階東病棟で世界で初めて臨床応用され

た指先型パルスオキシメーター 

対象は食道腫瘍術後患者 

国立第 2療養所(簾舞)の病室で行われた耳介型パルスオ

キシメーターの世界初の臨床応用 

対象患者は結核の治療後に発生した呼吸不全患者 
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ければならない。日本に於いて、若い研究者の発想を正しく評価し、長期に援助していくシステムの確立が是非

必要な事をしめしている。 本機器開発以後、種々の研究開発を重ね、特に光線力学的療法（PDT）に関心を持

ち、これまでに PDTに係る応用編を多岐にわたり研究開発してきた。そしてごく最近（2009年）、共同研究者の

阪田（ポルフィリン研究所）により、TONS500シリーズと名つけられた一連のポルフィリン化合物が合成され

た。 

その内の TONS504 と命名された誘導体は光線力学的抗菌化学療法（Photodynamic Antimicrobial Chemotherapy

－PAC療法－）用に開発されたカチオン性クロリン誘導体である。シンポジウムで明らかにされた様に、ここ数

年にわたる研究の結果、ある種のキレート剤の存在下、大腸菌、緑膿菌、MRSA菌、ウイルス等グラム陰性菌や

難治性耐性菌に対して、本剤が低濃度でも光照射により強力な殺菌効果を示す事が明らかになってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、簡便な光照射装置の開発を願う我々の要望受けて、市川（CCS:京都市）らは一連の用途別 LEDの試作

検討を行っている。そして、670nmの波長を有する赤色 LED は PDT用としては簡単な装置ながら実用化レベル

に達している。他方、多剤耐性菌やノロウイルスの消毒用として開発された白色 LED投光器は強力な光照射可

能な能力を有しており、今後応用が期待される。 

この研究は現在、旭川医大、広島大学を中心とした研究陣によって臨床応用への検討が続けられている。 小

生は第 1回の日本光線力学学会会長の東京医大早田教授の後、第 2回の本学会を主催した。早いものでそれから

21 年を過ぎている。レーザー学会誌に加藤教授の心のこもった追悼文が掲載されているが早田先生は昨年残念な

がら亡くなられた。先生によって東京医大のみならず全国の研究者に多くのチャンスが与えられた。その他にも

この間本学会の副会長を務められた平島登志夫先生、消化器 PDTの先駆者である大阪府立成人病センターの三

村征四郎先生、三重項寿命など光物理の基礎的な面で貢献された北大電子研の竹村健先生、臨床の現場から示唆

に富む発言をされた千葉大の神津照雄先生が亡くなられた。 こうした先人が残した伝統の上に今後、新しい人

材の登用によって本学会はさらに発展するであろう。PDTは更に新しい薬剤の出現、簡単な光照射装置の登場に

より、癌の診断・治療法として応用されるのみならず PAC療法や新たな応用力を発揮して、人類に貢献してく

れるものと確信している。光が持つ革新性は今後多くの医療技術の発展を促すものと思われ、新しい時代の指導

者の下に、より多くの若い研究者達が集まり、日本発の世界的研究が本学会より更に多く登場する事を祈念して

いる。 

 

MRSA 菌はアニオン性である TON502 も一定の効果は

あるがカチオン性 TONS504では完全殺菌している 

（猿払国保病院小笠原院長提供） 

多剤耐性菌、ウイルス殺菌用に開発された白色 LED 
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大会後記 

第 23回日本光線力学学会学術集会「光が拓く未来の医療」 

旭川医科大学呼吸器センター 大崎 能伸 

 

2013 年 6 月 7日と 8 日に旭川グランドホテルにおいて、第 23回日本光線力学学会を主催させていただきまし

た。学会のテーマは「光が拓く未来の医療」と決め、ポスターの写真は、私の知人である田本君子様のご主人の

田本實様が第 56回写真道展で環境大臣賞/道展大賞を受賞された作品を使わせていただきました。お陰さまで 127

名の参加者、および 43 題のご講演を頂いてとても盛況な学術集会になりました。学会役員の方々、参加者の皆

様のご協力の賜物と心から感謝申し上げます。 

さて、第 23 回日本光線力学学会では、シンポジウムのテーマを大きく 2 方向に定めました。一つは我が国で

の適応拡大に向けた臨床研究の情報交換です。臨床研究に関するシンポジウム「PDTの適応拡大」では、肺病変

に対する新たな内視鏡治療の開発、タラポルフィリンナトリウム（レザフィリン®）を用いた外来通院による肺

がん光線力学的治療、婦人科領域における PDT の適応拡大に向けて、悪性脳腫瘍に対する光線力学的治療、レ

ザフィリン®による胆管癌の光線力学的治療の検討、食道がん化学放射線療法後のタラポルフィリンナトリウム

および半導体レーザーを用いた PDTの適応拡大、胃癌 PDTは生き残れるか？の 7題が発表され、各分野での今

後の展開が大いに期待されました。もう一つのテーマは基礎研究を通じた新しい光線力学療法の開発についてで、

「Photodynamic Antimicrobial Chemo therapy-(PACT)の開発 」と「細菌、ウイルスに 対する PDTの研究成果」を

取り上げました。いずれも病原微生物に対する光線力学療法に関する発表です。PACT は物理的な滅菌ができな

い器具や生体の表層の感染症の治療に期待されている技術です。 

特別講演は３題企画しました。特別講演１ではオハイオ州立大学胸部外科の Patrick Ross先生が「Spectrum of 

Application of PDT to Thoracic Oncology」と題して、ご自身の施設での肺癌に対する PDTについて講演していただ

きました。アメリカでの PDT は根治的治療としてはもちろん、気道病変の治療や他の治療法と組み合わせた応

用など幅広く適応されており、PDTの優れた特性を巧みに利用していることが理解できました。特別講演２では、

旭川医科大学病院で世界初めて指先型パルスオキシメーターを臨床応用した旭川メモリアル病院院長の中島進

先生が「光が拓く医療への貢献」と題して、パルスオキシメーターの開発の秘話から現在進行している新規増感

剤の TONS504 を用いた PACT まで歴史を追って解説してくださいました。いつもながら、中島先生の研究に前

向きなお姿や後輩を大きく育てようという気概にあふれた素晴らしいご講演でした。特別講演３はソウルの国際

光線力学学会会長のWong Shick Ann先生が、韓国での婦人科悪性腫瘍の PDT例を数多くご提示され、現状につ

いて報告してくださいました。 

懇親会は西川将人旭川市長ならびに吉田晃敏旭川医科大学学長にご出席いただき、加藤治文 JPA会長をはじめ、

幹事と会員の皆さん、非会員の学会参加者、飛び入りの方々とともに和やかな雰囲気で行われました。最終日は

呼吸器センタースタッフと打ち上げの会を行い、Ross先生、Ann先生にも参加していただきました。大いに盛り

上がり、市内の居酒屋で二次会を行って、そのあとカラオケに突入したようです。両先生は時間の合間に旭岳に

登ってこられたそうです。学会に参加した方々の記念品として、是非、旭川市の地場の製品をお持ち帰りいただ

きたいと考えていましたので、旭川の老舗店製の染め物の風呂敷を用意いたしました。 

１日半のあっという間の期間でしたが、とても充実した学会を開催することができました。お手伝いいただい

た皆様、ご支援をいただいた皆様に心からお礼を申し上げます。 
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今後の学術大会開催予定 

・第 24 回 日本光線力学学会学術講演会 

テーマ：光線力学による診断と治療の可能性を求めて 

大会長：西脇 由朗 （浜松医療センター副院長）  

日 程：平成 26年 6月 28日（土）・29日（日） 

会 場：浜松 アクトシティ浜松 コングレスセンター （静岡県浜松市中区板屋町 111-1） 
   

合同開催：第 10回日本脳神経外科光線力学学会 

     第 5回日中韓ジョイント PDTシンポジウム 
 

事務局：浜松医療センター 林 忠毅 

    浜松市中区富塚町 328 Tel: 053-453-7111（代）/  Fax:053-452-9217 

        E-mail：jpa2014hamamatsu@hmedc.or.jp  

URL ：http://www.hmedc.or.jp/ 

 

学会の概要 

       １)  特別講演（案）2014 年 6月 29 日（日） 

「Photodynamic Therapy for Infectious Disease」 

             Dr. Nicolas G. Loebel 

             Ondine Biomedical Inc. 

               Vancouver, BC, Canada                   

２)  特別講演 2014 年 6月 28日（土） 

      講演者：防衛医科大学校防衛医学研究センター 

          情報システム研究部門 

          佐藤 俊一 准教授 

３)  教育講演 2014 年 6月 28日（土） 

     講演者：慶応義塾大学 理工学部 物理情報工学科 

         荒井 恒憲 教授 

４)   ランチョンセミナー2014年 6 月 29日（日）   

   講演者：日本医科大学呼吸器外科 

       臼田  実男 教授 

   ５） 一般演題（公募），シンポジウム（公募、一部指定） 

     シンポジウム① 「PDTの臨床」 

     シンポジウム② 「感染症に対する PDT」  

 

 

・第 25回 日本光線力学学会学術大会 

大会長：古川 欣也 （東京医科大学茨城医療センター 呼吸器外科教授） 

会 期：平成 27年 7月 10日（土）、11日（日）（予定） 

会 場：東京 （予定） 

 

mailto:jpa2014hamamatsu@hmedc.or.jp
http://www.hmedc.or.jp/
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・第 26回 日本光線力学学会学術大会 

大会長：坂本 優 （佐々木研究所附属杏雲堂病院 婦人科科長）  

 

 

関連学会開催予定 

・International Congress on Photodynamic Applications 2014 (ICPA 2014) 

大会長：Prof. Sam Eljamel  

会 期：平成 26年 5月 25日－28日 

会 場：イギリス スコットランド Dundee、The Caird Hall 

詳細はホームページ：http://www.icpa2014.org/  

    

 

・第 35 回日本レーザー医学会総会 

大会長：渡辺 晋一  （帝京大学医学部 皮膚科教授） 

会 期：平成 26年 11月 29日－30 日 

会 場：東京 京王プラザホテル 

 

・15th International Photodynamic Association Meeting 

会 期：平成 27年 6月 20日－26日 

会 場：ブラジル リオデジャネイロ 

E-mail ：ipa2015@ifsc.usp.br  

    

 

・第 36 回日本レーザー医学会総会 

大会長：中村 哲也  （獨協医科大学 医療情報センター教授） 

会 期：平成 27年 10月 24日－25 日 

会 場：栃木 栃木県総合文化センター 

http://www.icpa2014.org/
mailto:ipa2015@ifsc.usp.br
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Topics  

 

食道癌化学放射線療法後遺残再発病変に対する PDT 

国立がん研究センター東病院 消化管内視鏡科 矢野 友規  

 

食道癌に対する化学放射線療法 (chemoradiotherapy: CRT)は、高い腫瘍縮小効果を示す一方で、完治せずに

遺残したり、局所再発することが多く問題になっています。さらに、局所に遺残または再発した場合、その後急

速に再増悪することが知られ、局所の遺残再発を早く指摘しサルベージ治療を行うことが肝要です。CRT 後の

遺残再発例に対しては、外科手術が行われることが多いのですが、周術期の合併症頻度は 10%以上と報告されて

おり、一般化が難しい手術です。我々は、CRT 後の局所遺残再発病変に対するサルベージ治療に 2002 年 12 月

から光線力学療法(photodynamic therapy: PDT)を導入し、その良好な治療成績を報告してきました。さらに、

現在、より低侵襲な PDTとしてレザフィリン PDTの適応拡大を目指し、医師主導治験に取り組んでいます。今

回、日本光線力学学会ニュースレターに執筆する機会を頂きましたので、当院での PDT 導入から医師主導治験

開始までのエピソードを中心に紹介します。 

2002年当時、国立がんセンター東病院のレジデントだった私は、武藤学先生（現 京都大学薬物治療学講座 教

授）の御指導の下、病棟患者の診療にあたっておりました。その中に PDT導入のきっかけとなった頚部食道 CRT

後再発のある一人の患者さんがおりました。この方は CRT 後再発を来たし、手術をお勧めしたのですが希望さ

れず、武藤先生が全身麻酔下に再発病変に対する内視鏡切除を施行されました。内視鏡切除後にも再発を来たし、

再切除は難しい状態で、手術でしか治療不可能な状態でしたが、患者さんは「死んでも手術はしない」と仰って

いました。治療法の選択に苦慮していたところ、武藤先生が「PDT しかないか」とボソッと仰いました。恥ず

かしながら PDT と言う単語すら聞いたことがなかった私は、「PDT って何ですか？」と質問しました。武藤先

生は学会で中村哲也先生（現 獨協医科大学医療情報センター 教授）の発表を聴かれたらしく、その治療効果に

驚いておられ、CRT 後の遺残再発例に使いたいと思っておられました。武藤先生から患者さんに対して、当院

では食道癌に対して経験がないし、CRT 後の遺残再発例に対しては世界でも殆ど報告がないことを正直にお話

しされましたが、患者さんは「死んでも良いからやってくれ」と仰って、PDT を行うことになりました。後か

ら聞いた話では、すでに患者さんは御自分が入る棺桶を本当に注文されていたとのことでした。また、武藤先生

も全く経験がない治療でしたので、医師免許を失う覚悟を決めて導入されたと仰っていました。当時、当院での

PDT は呼吸器内科の久保田馨先生（現 日本医科大学化学療法科 教授）が肺癌に対して積極的に取り組んでお

られました。我々は、久保田馨先生からフォトフリンの注射の仕方から遮光管理、エキシマダイレーザーの取り

扱いまで細かく御指導を受けました。消化管に対する照射の実際については中村哲也先生の御指導を受け、なん

とか無事に PDT を導入できました。最初の患者さんの治療後は、どういった合併症が起きるか予測が出来ずド

キドキしながら経過観察を行っていきましたが、最終的に再発病変は消失し、完全奏効 (CR)を得ることが出来

ました。この患者さんは、現在も、私の外来に元気に通院されています。食道癌 CRT後遺残再発例に対する PDT

の驚くべき効果を実感した我々は、それから積極的に PDTを行いました。PDTは、その後私のメインワークと

なり、当院での PDTの最初の治療成績 (GIE 2005)、37例での長期予後 (Endoscopy 2011)、当院単施設での第

II相試験の結果(Int J Cancer 2011)など複数の論文発表も出来ました。黎明期は、嬉しい治療効果を実感するだ

けでなく、穿孔や大動脈穿破などの重篤な合併症で患者さんや御家族につらい思いをさせてしまったこともあり

ました。その後の解析や中村先生のアドバイスで、穿孔の原因も分かり、2007年以降は穿孔も起きていません。  

現在まで、武藤先生、中村先生、久保田先生に教えて頂いた PDT に、自分自身の経験で得た知見を加味して、

10年以上都合 150名以上の食道癌 CRT後遺残再発の患者さんに対して PDTを行うことが出来、現在では日本
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中の施設から紹介頂けるようになっています。ただひたすらに、継続することが出来る環境を作ってくれた先輩

や同僚、診療で支えてくれたレジデント達に大変感謝しています。 

現在、京都大学を中心に、レザフィリンの適応拡大を目指して医師主導治験に取り組んでいます。先行した臨

床研究で、遮光期間が短くて、患者さんの負担は大幅に軽減され、フォトフリン PDT に遜色ない治療効果も実

感し (Radiat Oncol 2012)、武藤先生の粘り強い説得により、当初乗り気ではなかった企業側の協力も得られ 7

施設での医師主導治験が開始できました。医師主導治験では、京都大学臨床研究センターを中心とした豊富な経

験に基づいた盤石な体制によるサポートのお陰で順調に症例集積が進んでおります。医師主導治験の結果、より

低侵襲で簡便な PDTが食道癌にも適応拡大され、CRT後遺残再発例に対するサルベージ治療として普及するこ

とを期待しています。また、サルベージ PDTによって、食道癌に対する治療成績が向上し、QOLのよい cancer 

survivor を増やすことが出来れば存外の喜びです。 

 

参考：症例写真 

     

写真上段 食道癌 CRT後遺残病変  左側：通常観察画像 右側：ヨード染色 

下段左側：PDT１ヶ月後、レーザー照射部位が潰瘍になっている 

下段右側：PDT３ヶ月後、腫瘍は完全に消失している 
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事務局より 

・第 23回 日本光線力学学会 幹事会報告 （H25年 6月 9日開催） 

・第 22回日本光線力学学会報告（大会長：松村 明 先生） 

         参加者 101 名  

・H25 年 6 月現在 会員数 156 名 （H24 年新規入会員数 12 名） 

・H24 年度年会費納入者数 148 名 

・H24 年度会計報告（自平成 24年 4月 1日 至平成 25年 3月 31日） 

会計：奥仲哲弥 監査：金子貞男、會沢勝夫 

(1) 収入の部 

前期繰越金                         2,081,917円 

会費収入                            740,000 円 

第 22回 JPA還付金                   600,000円 

預金利息                                291 円 

収入総計                           3,422,208 円 

(2) 支出の部 

年会費振込用紙発送費・事務経費 他   48,104 円 

第 23回 JPA補助金                   600,000円 

第 22回 JPA大会抄録印刷経費         168,000円 

支出総計                            816,104 円 

(1)－(2)= (3) 繰越収支差額          2,606,104 円 

  

・H28 年 第 26回大会会長に 杏雲堂病院婦人科 坂本 優 先生 が選出されました。 

 

・平成 26年度の年会費 5,000円を平成 27年 3月 31日までにお振込みいただきたくお願い申し上げます。 

年会費  ：  平成 26年度  5,000 円 

郵便振替 ：  00150-9-371545 日本光線力学学会 

会計年度 ：  4月 1 日より翌年 3月 31日迄 

振込期日 ：  3月末日迄にお願い致します。 

※尚、原則的に 2年間未納の場合は自動的に退会とさせて頂きますので、御了承下さい。 

 

・平成 25 年度以前の年会費を納入されていない会員の方には未納分会費払込票を同封いたしますので、早急

にお振込みいただきますようお願い申し上げます。 
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日本光線力学学会 役員 （平成 25-26 年）          *50音順、敬称略 

名誉会長    故 早田 義博 

会長       加藤 治文 

副会長      中島 進 

名誉幹事     久住 治男     平野 達     三木 徳彦    故 竹村 健 

故 平嶋登志夫     故 三村征四郎    故 吉田 知之      

幹事       秋元 治朗     荒井 恒憲    粟津 邦男     伊関 洋 

井上 啓史     臼田 実男    浦野 泰照     大崎 智弘 

大崎 能伸     岡崎 茂俊    岡本 芳晴     奥仲 哲弥 

尾花 明      金山 尚裕    川島 徳道     小林 正美 

斎藤 明義     阪田 功      坂本 優      佐藤 俊一 

泉對 博          長崎 幸夫    中村 哲也     楢原 啓之 

西脇 由朗     沼田 勉     林  潤一     古川 欣也 

松井 裕史     松村 明     松本 義也     三好 憲雄 

武藤 学      室谷 哲弥        森田 明理     吉田 孝人 

監事       會沢 勝夫     金子 貞男 

会計       奥仲 哲弥 

 

 

日本光線力学学会 開催歴・予定               敬称略  

 開催日時 大 会 長 場 所  開催日時 大 会 長 場 所 

第 1回 1991 年 10月 6日 
早田  義博 

加藤 治文 
東 京 第 13回 2003 年 3月 22日 室谷 哲弥 東 京 

第 2回 1992 年 9月 5日 中島  進 旭 川 第 14回 2004年 5月 29-30日 南  三郎 鳥 取 

第 3回 1993 年 10月 10日 奥田  茂 大 阪 第 15回 2005 年 6月 11日 尾花  明 浜 松 

第 4回 1994 年 9月 3日 竹村  健 札 幌 第 16回 2006 年 5月 13日 奥仲 哲弥 東 京 

第 5回 1995 年 11月 3日 平嶋登志夫 東 京 第 17回 2007年 6月 16-17日 中村 哲也 栃 木 

第 6回 1996 年 11月 9日 阪田  功 岡 山 第 18回 2008年 6月 14-15日 松本 義也 名古屋 

第 7回 1997 年 5月 24日 西坂  剛 石 川 第 19回 2009 年 7月 4日 荒井 恒憲 横 浜 

第 8回 1998 年 6月 6日 三木 徳彦 大 阪 第 20回 2010 年 6月 12-13日 三好 憲雄 福 井 

第 9回 1999 年 5月 22日 會沢 勝夫 東 京 第 21回 2011 年 7月 2-3日 粟津 邦雄 大 阪 

第 10回 2000 年 5月 20日 金子 貞男 岩見沢 第 22回 2012 年 7月 6-7日 松村  明 茨 城 

第 11回 2001 年 5月 19日 
吉田 孝人  

平野  達 
浜 松 第 23回 2013 年 6月 9-10日 大崎 能伸 旭 川 

第 12回 2002 年 5月 25日 林  潤一 東 京 第 24回 2014 年 6月 28-29日 西脇 由朗 浜 松 
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編集後記 

降り注ぐ太陽の光が目にまぶしい新緑の旭川において、「光が拓く未来の医療」をメインテーマとした第 23回

日本光線力学学会学術集会が盛会のうちに開催されました。タイムリーなテーマのシンポジウムと貴重な内容の

特別講演を設定されて、大変素晴らしい学術集会を企画・開催していただいた旭川医科大学の大崎能伸先生に、

厚く御礼申しあげます。 

今回のJPA News Letterですが、巻頭に中島副会長から「光が拓く医療への貢献－パルスオキシメーターから

TONS504とLEDを用いたPAC療法へ－」と題する貴重な特別寄稿をいただくことができました。パルスオキシ

メーターの例をあげて、日本国内で若い研究者の新しい発想を正しく評価して長期に援助していく重要性を示し

ていただきました。また本学会の主テーマであるPDTが、早田先生を始めとする諸先輩方が残した伝統の上に成

り立っていること、そして本学会のこれからの発展のためにはその伝統を引き継ぐ新しい若い人材の登用が必要

であることを教えていただきました。我々会員に対する激励に満ちた内容で、心から感謝申しあげます。 

Topicsとして国立がん研究センター東病院の矢野友規先生から、食道癌化学放射線療法後遺残再発病変に対す

る PDT を始めた頃から医師主導治験に至る現在までのエピソードを中心とする、大変興味深い原稿をいただく

ことができました。食道癌に対する PDT の伝統が、三村征四郎先生の元へ押しかけて弟子になった私を介して

若い武藤先生や矢野先生に引き継がれ、海外での評価を得ることにより医師主導治験に至っているという現状は、

他の若い先生方にとって大いに勇気づけられる内容ではないかと思います。 

 日に日に寒さが増していく今日この頃ですが、皆さまお元気で新年をお迎えください。来年 6月に浜松医療セ

ンターの西脇由朗先生に開催していただく第 24回日本光線力学学会学術集会でまたお目にかかり、光を用いた

医療についての夢と希望を語りあいましょう。 

 

編集委員長：中村哲也 

 

 

日本光線力学学会事務局  〒160-0023 東京都新宿区西新宿 6-7-1 

東京医科大学外科学第一講座内 

☎：03-3342-6111（内線 5070）、fax：03-3349-0326 

事務局メールアドレス：jpa@tokyo-med.ac.jp 
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